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防
衛
研
究
所
地
域
研
究
部

米
欧
ロ
シ
ア
研
究
室
長

飯
田
将
史

　

一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
回
中
国
共
産
党
大
会
を
経
て
、
習

近
平
が
総
書
記
に
再
び
選
出
さ
れ
、
三
期
目
と
な
る
習
近
平
政
権
が

継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
習
近
平
政
権
は
二
〇
一
二
年
一
一
月

に
発
足
し
た
直
後
か
ら
、「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
の
実
現
を

政
権
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、「
核
心
的
利
益
」
の
擁
護
を
重
視
し
て

対
外
的
に
強
硬
な
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。
習
近
平
総
書
記
は
、「
中

華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
を
実
現
す
る
う
え
で
、
軍
事
力
を
強
化
す

る
必
要
性
も
強
調
し
て
い
る
。
同
年
一
二
月
に
海
南
島
の
海
軍
基
地

を
視
察
し
た
習
総
書
記
は
、「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
夢
」

は
、「
強
国
の
夢
で
あ
り
、軍
隊
に
つ
い
て
言
え
ば
強
軍
の
夢
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
富

国
と
強
軍
の
統
一
を
必
ず
堅
持
し
、
強
固
な
国
防
と
強
大
な
軍
隊
の

建
設
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
示
し
、
人
民
解
放
軍
を

中
心
と
し
た
軍
事
力
の
強
化
に
強
い
決
意
を
示
し
て
い
た
。

　

習
近
平
政
権
は
こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
間
で
、
実
際
に
軍
事
力
の
強

化
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た
。一
五
年
の
年
末
か
ら
大
規
模
な
国
防
・

軍
隊
改
革
に
着
手
し
、
軍
の
編
成
や
指
揮
・
統
制
系
統
な
ど
広
範
な

分
野
に
及
ぶ
改
革
を
実
行
し
た
。
一
七
年
一
〇
月
の
第
一
九
回
党
大

会
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
一
〇
〇
周
年
と
な
る
二
〇
四
九

年
ま
で
に
、
人
民
解
放
軍
を
「
世
界
一
流
の
軍
隊
」
に
す
る
と
の
目

い
い
だ　

ま
さ
ふ
み　
一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
慶
應

義
塾
大
学
卒
、
同
大
学
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
東
ア
ジ
ア
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
同
大
学
客
員

研
究
員
、
米
海
軍
大
学
客
員
研
究
員
、
防
衛
研
究

所
主
任
研
究
官
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
海

洋
へ
膨
張
す
る
中
国
』、共
著
に『
習
近
平「
新
時
代
」

の
中
国
』『
よ
く
わ
か
る
現
代
中
国
政
治
』
な
ど
。

人
民
解
放
軍
の「
進
化
」と

イ
ン
ド
太
平
洋
の
安
全
保
障

空
母
、
強
襲
揚
陸
艦
、
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
。

人
民
解
放
軍
は
装
備
を
急
速
に
充
実
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、

指
揮
系
統
や
部
隊
構
成
の
近
代
化
も
加
速
さ
せ
て
い
る
。

当
面
、
台
湾
周
辺
へ
の
展
開
が
予
測
さ
れ
る
が
、

核
戦
力
増
強
を
は
じ
め
、
課
題
は
複
雑
さ
を
増
す
。
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標
を
掲
げ
、
米
軍
と
比
肩
す
る
軍
隊
の
建
設
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
習
近
平
政
権
の
下
で
「
進
化
」
を
続
け

て
き
た
人
民
解
放
軍
の
現
在
地
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
三
期
目
に

入
っ
た
政
権
が
、
外
交
・
安
全
保
障
面
で
日
本
を
含
む
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

急
速
に
進
展
す
る
武
器
・
装
備
の
近
代
化

　

習
近
平
政
権
下
の
一
〇
年
間
で
、
人
民
解
放
軍
の
武
器
・
装
備
の

近
代
化
は
急
速
な
進
展
を
遂
げ
て
き
た
。
中
国
が
公
表
し
て
い
る

二
〇
二
二
年
度
の
国
防
予
算
は
約
一
兆
四
五
〇
〇
億
元
（
お
よ
そ

二
四
兆
六
五
八
〇
億
円
）
で
あ
り
、
一
二
年
度
の
国
防
予
算
に
比
べ

て
一
〇
年
間
で
約
二
・
二
倍
に
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
二
二
年
度
の

日
本
の
防
衛
関
係
費
と
比
較
す
る
と
、そ
の
額
は
約
四
・
八
倍
に
上
っ

て
い
る
。
こ
の
膨
大
な
国
防
予
算
を
背
景
に
、
人
民
解
放
軍
の
各
種

戦
力
は
大
幅
な
増
強
を
実
現
し
て
き
た
。

　

海
上
戦
力
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
海
軍
は
既
に
二
隻
の
空
母
を
就
役

さ
せ
て
お
り
、
電
磁
式
カ
タ
パ
ル
ト
を
備
え
た
三
隻
目
の
空
母
も

進
水
を
済
ま
せ
て
い
る
。
排
水
量
が
一
万
ト
ン
を
超
え
る
大
型
の

０
５
５
型
駆
逐
艦
を
は
じ
め
と
し
て
、
先
進
的
な
駆
逐
艦
や
フ
リ

ゲ
ー
ト
な
ど
も
続
々
と
就
役
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
型
の
０
７
５
型

強
襲
揚
陸
艦
の
就
役
も
始
ま
っ
て
お
り
、
人
民
解
放
軍
の
島
嶼
侵
攻

能
力
な
ど
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
中
国

海
軍
は
潜
水
艦
の
保
有
数
も
着
実
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。『
令
和
四

年
版
防
衛
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
中
国
が
保
有
す
る
近
代
的
な
駆
逐
艦

と
フ
リ
ゲ
ー
ト
は
七
七
隻
に
達
し
て
お
り
、
自
衛
隊
の
護
衛
艦
四
七

隻
を
上
回
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
中
国
が
保
有
す
る
近
代
的
な
潜
水

艦
は
五
七
隻
で
あ
り
、自
衛
隊
の
潜
水
艦
二
二
隻
を
圧
倒
し
て
い
る
。

　

航
空
戦
力
に
お
い
て
も
、
人
民
解
放
軍
は
国
産
の
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
で
あ
る
Ｊ
―
20
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
代
的
な
戦
闘
機
で
あ
る

Ｊ
―
11
Ｂ
、
Ｊ
―
10
Ｃ
、
Ｊ
―
16
や
空
母
艦
載
機
Ｊ
―
15
な
ど
の
配

備
を
強
化
し
て
き
た
。
中
国
が
保
有
す
る
近
代
的
な
戦
闘
機
数
は

一
二
七
〇
機
で
あ
り
、
自
衛
隊
の
保
有
機
数
三
一
九
機
に
大
き
く
水

を
あ
け
て
い
る
（『
令
和
四
年
版
防
衛
白
書
』）。
ま
た
人
民
解
放
軍

は
爆
撃
機
や
早
期
警
戒
機
、
情
報
収
集
機
、
電
子
戦
機
、
空
中
給
油

機
、
輸
送
機
、
対
潜
哨
戒
機
、
無
人
機
な
ど
多
様
な
機
種
の
開
発
と

配
備
も
進
め
て
お
り
、
従
来
よ
り
も
広
い
空
域
に
お
い
て
、
よ
り
高

度
で
複
雑
な
航
空
作
戦
を
実
行
す
る
能
力
を
高
め
て
い
る
。

　

中
国
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力
の
増
強
も
進
め
て
き
た
。
人
民
解

放
軍
は
最
新
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
で
あ
る
Ｄ

Ｆ
―
41
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
様
な
種
類
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
巡
航

ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
て
お
り
、
弾
頭
の
複
数
化
や
射
程
の
延
伸
、
誘
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導
の
精
密
化
な
ど
に
も
注
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
洋
上
を
航
行
す
る

空
母
な
ど
を
遠
距
離
か
ら
攻
撃
で
き
る
対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ａ
Ｓ

Ｂ
Ｍ
）
や
、
マ
ッ
ハ
五
を
超
え
る
速
度
で
飛
翔
す
る
極
超
音
速
ミ
サ

イ
ル
を
実
戦
配
備
す
る
な
ど
、
そ
の
ミ
サ
イ
ル
能
力
は
世
界
の
最
先

端
に
位
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
は
、
核
戦
力
の
強
化
も
進
め
て

お
り
、
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）
を
搭
載
し
た
原

子
力
潜
水
艦
を
多
数
運
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
ス
テ
ル
ス
爆

撃
機
の
開
発
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
サ
イ
ロ
の
増
設
な
ど
、
核
戦
力
を
全

面
的
に
増
強
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
米
国
防
総
省
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
中
国
が
保
有
す
る
核
弾
頭
数
は
、
現
在
の

三
〇
〇
発
程
度
か
ら
、
一
〇
〇
〇
発
程
度
へ
増
加
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

戦
争
に
勝
利
で
き
る
体
制
の
構
築

　

習
近
平
政
権
は
、
人
民
解
放
軍
の
武
器
・
装
備
の
増
強
を
進
め
る

だ
け
で
な
く
、
来
た
る
べ
き
戦
争
で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
軍
の
編
成
や
指
揮
・
統
制
系
統
の
大
幅
な
改
革
も
実
行
し
て
い
る
。

こ
の
改
革
が
行
わ
れ
る
以
前
の
人
民
解
放
軍
で
は
、
陸
軍
が
支
配
的

な
地
位
を
占
め
る
中
で
、
軍
種
と
し
て
海
軍
と
空
軍
、
核
・
ミ
サ
イ

ル
戦
力
を
運
用
す
る
独
立
兵
種
と
し
て
第
二
砲
兵
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
民
解
放
軍
の
編
成
は
、
改
革
を
経
て

大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。

　

ま
ず
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
陸
軍
の
司
令
部
が
設
置

さ
れ
た
。
従
来
、
陸
軍
は
人
民
解
放
軍
と
一
体
化
し
て
運
用
さ
れ
て

き
た
が
、
独
自
の
司
令
部
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
陸
軍
が
海
軍
や
空

軍
と
並
ぶ
軍
種
と
し
て
位
置
付
け
直
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
人
民
解
放

軍
に
お
け
る
陸
軍
の
過
剰
な
影
響
力
を
相
対
化
し
、
他
の
軍
種
の
地

位
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
砲
兵
を

軍
種
に
格
上
げ
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
軍
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
が

核
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
宇
宙
や
サ
イ
バ
ー
な
ど
新
た
な
領
域
に
関
す
る
部
門
を
糾
合

し
た
戦
略
支
援
部
隊
と
、
各
軍
・
兵
種
に
対
し
て
統
合
的
な
兵
站
を

実
施
す
る
連
勤
保
障
部
隊
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
現
在
の
人
民

解
放
軍
は
、
陸
軍
、
海
軍
、
空
軍
、
ロ
ケ
ッ
ト
軍
、
戦
略
支
援
部
隊
、

連
勤
保
障
部
隊
の
六
つ
の
軍
・
兵
種
に
よ
る
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
時
に
人
民
解
放
軍
は
、
指
揮
・
統
制
系
統
に
つ
い
て
も
大
幅
な

改
革
を
行
っ
た
。
中
国
で
は
、
共
産
党
の
組
織
で
あ
る
中
央
軍
事
委

員
会
が
人
民
解
放
軍
に
対
す
る
統
帥
権
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
機

能
は
長
ら
く
陸
軍
組
織
で
あ
る
四
総
部
に
よ
っ
て
事
実
上
代
行
さ
れ

て
き
た
。
習
近
平
政
権
は
そ
の
四
総
部
を
一
五
の
職
能
部
門
へ
解
体

し
て
中
央
軍
事
委
員
会
に
よ
る
直
轄
と
す
る
と
と
も
に
、
人
民
解
放

軍
に
対
す
る
指
揮
・
統
制
を
統
括
す
る
統
合
作
戦
指
揮
セ
ン
タ
ー
を
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中
央
軍
事
委
員
会
に
設
置
し
た
。
ま
た
、陸
軍
が
指
揮
・
統
制
を
担
っ

て
き
た
七
大
軍
区
が
廃
止
さ
れ
、
常
設
の
統
合
司
令
部
を
有
す
る
五

つ
の
戦
区
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
戦
区
の
統
合
司
令
部
は
、
隷
下

の
各
軍
・
兵
種
部
隊
に
対
す
る
指
揮
権
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
改
革

に
よ
っ
て
、
人
民
解
放
軍
の
指
揮
・
統
制
系
統
は
中
央
軍
事
委
員
会

→
戦
区
→
各
部
隊
へ
至
る
三
層
構
造
へ
と
簡
素
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
統
合
作
戦
の
円
滑
な
実
施
に
適
し
た
も
の
へ
と
改
善
さ
れ
た
と

い
え
よ
う
。

　

習
近
平
政
権
は
こ
れ
ま
で
人
民
解
放
軍
の
武
器
・
装
備
を
質
と
量

の
両
面
で
大
幅
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
海
軍
や
空
軍
、
ロ
ケ
ッ
ト

軍
な
ど
国
外
に
お
け
る
攻
勢
的
な
作
戦
能
力
と
、
技
術
の
進
歩
に

よ
っ
て
軍
事
的
価
値
の
高
ま
っ
た
新
た
な
領
域
に
お
け
る
軍
事
力
の

向
上
に
力
を
注
い
で
き
た
。
同
時
に
、
従
来
の
陸
軍
中
心
の
指
揮
・

統
制
系
統
を
根
本
的
に
改
編
し
、
各
軍
・
兵
種
の
作
戦
能
力
を
統
合

的
に
運
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
新
た
な
指
揮
・
統
制
系
統
を
確

立
し
た
。
習
近
平
政
権
は
人
民
解
放
軍
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
着
実
に
進
化
さ
せ
て
お
り
、将
来
の
戦
争
に
お
い
て
「
戦
え
て
、

勝
利
で
き
る
軍
隊
」
の
構
築
に
向
け
て
邁
進
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

強
ま
る
軍
へ
の
統
制
力
と
台
湾
へ
の
圧
力

　

第
二
〇
回
党
大
会
を
経
て
、
人
民
解
放
軍
に
対
す
る
習
近
平
主
席

の
統
制
力
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
中
央
軍
事
委

員
会
の
新
た
な
人
事
で
は
、
張
又
侠
副
主
席
と
苗
華
、
張
昇
民
の
二

人
が
委
員
と
し
て
留
任
す
る
一
方
で
、
新
た
に
何
衛
東
（
東
部
戦
区

司
令
員
）
が
副
主
席
に
、
李
尚
福
（
中
央
軍
委
装
備
発
展
部
長
）
と

劉
振
立
（
陸
軍
司
令
員
）
が
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
習
近
平
と
関
係

が
深
い
と
み
ら
れ
る
張
又
侠
が
、
六
八
歳
と
さ
れ
る
引
退
年
齢
を
大

幅
に
超
え
る
七
二
歳
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
留
任
し
た
こ
と
や
、

新
た
に
任
命
さ
れ
た
三
人
の
委
員
が
、
留
任
し
た
苗
華
と
張
昇
民
よ

り
上
位
の
序
列
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
習
主
席
は
中

央
軍
事
委
員
会
の
人
事
を
思
い
の
ま
ま
に
実
行
で
き
た
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
党
大
会
後
に
は
、
習
主
席
に
対
す
る
忠
誠
の
強
化
を
促
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
軍
内
で
大
々
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

習
近
平
政
権
は
三
期
目
に
お
い
て
も
、
人
民
解
放
軍
の
能
力
強
化

に
注
力
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
第
二
〇
回
党
大
会
に
お
け
る
報

告
で
習
近
平
総
書
記
は
、「
訓
練
と
戦
闘
準
備
を
全
面
的
に
強
化
し
、

軍
の
戦
っ
て
勝
利
す
る
能
力
を
高
め
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。
ま

た
習
総
書
記
は
「
情
報
化
・
智
能
化
戦
争
の
特
質
と
法
則
を
研
究
し

把
握
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
、
人
工
知
能
技
術
の
進
展
な
ど
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
将
来
の
戦
争
と
想
定
さ
れ
る
「
智
能
化
戦
争
」
へ

の
対
応
を
強
化
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
さ
ら
に
習
総
書
記
は
「
強
大

な
戦
略
的
抑
止
力
シ
ス
テ
ム
を
打
ち
立
て
、
新
た
な
領
域
・
新
た
な
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質
の
作
戦
力
の
割
合
を
増
加
さ
せ
、
無
人
・
智
能
化
作
戦
力
の
発
展

を
加
速
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
今
後
、
人
民
解
放
軍

は
核
戦
力
の
大
幅
な
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
宇
宙
や
サ
イ
バ
ー
、

電
磁
、
認
知
と
い
っ
た
新
た
な
領
域
に
お
け
る
能
力
の
強
化
を
推
進

す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
従
来
の
有
人
機
に
よ
る
戦
闘
に
比
較
し
て
、

人
的
、
物
的
、
資
金
的
に
コ
ス
ト
面
で
優
位
と
さ
れ
る
無
人
機
に
よ

る
戦
闘
能
力
の
強
化
に
向
け
た
動
き
を
、
い
っ
そ
う
強
化
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。

 

「
世
界
一
流
の
軍
隊
」
を
目
標
に
近
代
化
が
加
速
さ
れ
る
人
民
解
放

軍
の
能
力
の
矛
先
は
、
当
面
は
主
に
台
湾
正
面
に
向
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
〇
回
党
大
会
に
お
け
る
報
告
で
習
近
平
総
書

記
は
、「
台
湾
問
題
を
解
決
し
、祖
国
の
統
一
を
実
現
す
る
こ
と
」
は
、

「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
の
実
現
に
と
っ
て
必
然
的
な
要
求
で
あ

る
」
と
述
べ
、
台
湾
統
一
の
実
現
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。
今
後
の

台
湾
政
策
に
つ
い
て
は
、「“
平
和
統
一
、一
国
二
制
度
”
の
方
針
は
、

両
岸
の
統
一
を
実
現
す
る
最
良
の
方
式
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
一
つ

の
中
国
原
則
」
に
基
づ
い
て
、
台
湾
の
政
党
や
市
民
と
の
交
流
強
化

な
ど
に
よ
る
平
和
的
な
統
一
の
実
現
を
目
指
す
方
針
を
示
し
た
。
し

か
し
同
時
に
、「
わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
武
力
行
使
の
放
棄
を
承
諾
せ

ず
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
る
選
択
肢
を
留
保
す
る
」
と
も
主

張
し
、「
こ
れ
は
外
部
勢
力
に
よ
る
干
渉
と
、
ご
く
少
数
の
“
台
湾

独
立
”
分
裂
分
子
と
そ
の
分
裂
活
動
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
」
と
も

述
べ
て
い
る
。

　

習
総
書
記
に
よ
る
報
告
の
中
で
、
軍
事
力
を
行
使
す
る
可
能
性

を
示
唆
す
る
発
言
は
、
台
湾
問
題
に
限
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
で
は

二
〇
二
四
年
一
月
に
総
統
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
二
三
年
は
台

湾
で
活
発
な
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
台
湾
の
統
一
実

現
を
重
視
す
る
習
近
平
政
権
が
、
自
ら
が
「
台
湾
独
立
勢
力
」
と
み

な
す
民
進
党
の
候
補
者
の
得
票
数
を
減
ら
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
そ
の

当
選
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
動
き
に
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
中
国
と
の
大
国
間
競
争
を
展
開
す
る
米
国
が
、
台
湾
と

の
安
全
保
障
面
で
の
関
係
強
化
を
一
段
と
進
展
さ
せ
る
可
能
性
も
あ

る
。
台
湾
の
政
治
状
況
や
、
米
台
関
係
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
習
近

平
政
権
が
米
国
と
民
進
党
を
牽
制
す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
軍
事
的

行
動
に
出
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
二
二
年
八
月
に
、
米
国
の

ペ
ロ
シ
下
院
議
長
の
訪
台
を
受
け
て
、
人
民
解
放
軍
は
台
湾
周
辺
地

域
で
「
空
前
の
規
模
」
と
さ
れ
る
軍
事
演
習
を
行
っ
た
。
二
三
年
に

は
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
規
模
で
人
民
解
放
軍
の
演
習
な
ど
が
行

わ
れ
る
可
能
性
も
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

核
戦
力
増
強
が
軍
事
力
行
使
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

　

今
後
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
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う
え
で
、
習
近
平
政
権
の
下
で
急
速
な
能
力
の
増
強
が
進
む
人
民
解

放
軍
の
動
向
は
、
台
湾
を
め
ぐ
る
軍
事
的
な
緊
張
を
招
く
な
ど
、
懸

念
す
べ
き
不
安
定
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
日
本
の
周
辺
地

域
に
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
軍
事
侵
略
し
た
ロ
シ

ア
と
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
執
着
す
る
北
朝
鮮
と
い
う
、
力
に
よ
っ

て
既
存
の
秩
序
の
変
更
を
目
指
す
三
つ
の
国
が
存
在
し
て
お
り
、
中

ロ
の
艦
艇
や
航
空
機
に
よ
る
共
同
行
動
や
、
国
連
安
保
理
で
中
ロ
が

北
朝
鮮
を
擁
護
す
る
な
ど
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
が
連
携
す
る

動
き
も
み
ら
れ
て
い
る
。
力
に
よ
る
現
状
変
更
に
反
対
し
、
ル
ー
ル

に
基
づ
く
既
存
の
国
際
秩
序
の
維
持
に
国
益
を
有
す
る
日
本
に
と
っ

て
、
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
後
の
人
民
解
放
軍
の
動
向
に
関
し
て
特
に
懸
念
さ
れ
る
点
は
、

核
戦
力
の
大
幅
な
強
化
で
あ
る
。
中
国
が
保
有
す
る
核
弾
頭
数
を
急

速
に
増
加
さ
せ
、
そ
の
運
搬
手
段
の
多
様
化
と
高
度
化
を
実
現
す
れ

ば
、
中
国
の
米
国
に
対
す
る
核
抑
止
能
力
は
大
き
く
向
上
す
る
だ
ろ

う
。
そ
う
な
れ
ば
中
国
が
、
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を
用
い
て
、
地
域

諸
国
と
の
紛
争
に
対
す
る
米
国
に
よ
る
介
入
を
抑
止
で
き
る
可
能
性

が
高
ま
る
。
い
わ
ゆ
る
「
安
定
・
不
安
定
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
が
米
中

間
で
生
起
す
れ
ば
、
日
本
を
含
む
地
域
諸
国
に
対
し
て
中
国
が
軍
事

力
を
行
使
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
実

際
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
の
背
景
に
は
、

米
ロ
間
の
「
安
定
・
不
安
定
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
が
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
安
定
に
向
け
て

　

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
を
維
持
し
、
ま
た
国
益
を
守

り
安
全
保
障
を
全
う
す
る
た
め
に
、
日
本
は
自
ら
の
抑
止
力
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
米
国
を
は
じ
め
と
し
た
既
存
の
秩
序
の
維
持
で
利

益
を
共
有
す
る
多
く
の
国
々
と
の
安
全
保
障
上
の
協
力
を
強
化
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
増
大
す
る
中
国
の
通
常
戦
力
を
抑
止
で
き
る
態

勢
を
構
築
で
き
な
い
限
り
、
中
国
と
の
安
定
し
た
関
係
を
築
く
こ
と

は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
に
よ
る
防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化
や
、
米
国
を
は
じ
め
と
し

た
イ
ン
ド
太
平
洋
諸
国
と
の
安
全
保
障
協
力
の
深
化
は
、
必
ず
し
も

日
中
関
係
の
不
安
定
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
努

力
に
よ
っ
て
中
国
に
力
に
よ
る
現
状
変
更
の
コ
ス
ト
の
高
さ
を
認
識

さ
せ
た
上
で
、
外
交
を
通
じ
て
両
国
間
の
国
益
を
め
ぐ
る
対
立
と
協

調
の
平
衡
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
中
関
係
の
安
定
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
実
行
に
当
た
っ
て
の

多
く
の
困
難
は
あ
る
も
の
の
、
防
衛
と
外
交
の
両
輪
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
こ
と
が
、
国
益
を
守
り
つ
つ
中
国
と
の
安
定
し
た
関
係
を
実

現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
●




